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無
視
で
き
ぬ
潜
在
的
復
原
力

外
からはわからない
亀裂が
すでに
中ソ

両
共産
党聞に
生じ、
「
東風が
西風を
圧
倒

する」
との
毛
沢東
発言が
当の
社会主
義
諸

国
内
部で
物議をか
もして
以
来、
も
うこ
O

年に
な
ろうとしてい
る。
ス
タ1
9ン
と
毛

沢
東、
コ
ミン
テル
ン
と
中国共産
党との
秘

め
られ
た角
逐につい
て
は、
い
ま触れない

と
して
も、
い
わゆ
る
中ソ
論争発生以
来の

中ソの
対立・
抗
争は、
と
うして一
つ
の
歴

史的
過
程として
われわれの
同
時代史を
民

い
て
きたの
で
ある。

ζの
よ
うに
対立しつ
づ
けて
き
た
中
y

双
方が、
今回、
社会主
義の
両
大
国
と
し

て、
モ
ンゴ
ル
聞携も
含め
ると
突に
七一ニ
O

O
Jに
も
およぶ
長大な
国
境線をはさんで

対時してい
るζと
は
周知の
と
と
ろ
で
あ

る。
ζの
事
実一
つ
をとっ
て
も両
者の
関
係

、，

は
宿命的に
峰神鍛の
多い
もの
だとい
えよ
う

が、
同
時bkモス
クワと
北
京とは、
それぞ

れ地
謙
儀を三
分割するほ
ども
離れた地点

に
位
置してい
るの
で
あっ
て、
両者の
距
離

は
中ソ
国境の
会
長よ
りもさらに
速く
隔た

っ
てい
る。
との
隔た
りは、
また、
両
者の

関
係を
調
整可能なものに
する空間的現実

で
あると
と
も忘れて
はな
るまい。

とと
ろで、
毛
沢東つい
に
去り、
その
う

え
「四
人
組」
打倒の
北
京
政
変が
起とっ
た

今日で
あっ
て
み
れば、
・中ソ
関
係の
変化の

可能
性につい
て、
い
ま
大き
な
関心が
集ま

るの
は当
然である。
そ
うし
たな
かで、
私

がとの
問題を
考えよ
うと
すると
き、
次の

こ、
三のエ
ピ
ソー
ド
は、
私
自身の
個人
的

な体験で
ある以上に、
問題の
性
質を
滋
き

彫りに
する
手がかりに
な
るよ
うた
気が
す

る。私がモ
ス
ク
ワの
有
名なノ
ポ
デヴィ
チ
修

ヲン5・J

道院墓
地で
王
明（七四
年
春にモス
ク
ワで

客
死）
の
基を
最初に
見い
だしたの
は七
五

年甘枯れの
冨の
大晦日で
あっ
た。
咋七六
年

二
月に
再びそと
を
おれ
ると、
王
明の
汁・0
は

すでに
本埋
弊の
立派なものに
な
っ
て
お

り、
巨大な王
明の
胸像が
建て
ら
れ
て
い

た。
い
うまでもな
く王
明はかつて一
九三

0年
代前
半の
中国共

産党円以
高指
務者で
あ

り、
一
貫し
た
担割ソ
派と
して
毛沢東主義を

!.'J小平

Eの級濃い敵窓と相互不信はいつ解泊する申

酬
だろうか
ご九六九年三月、
務宝島付近でも

品
み合う中y岡田同町内境脅備隊｝
UPIサy

z叩l

ハ以後まで
批判しつづ
けて
きた
人
物
で
あ

る。
それだ
けに、
王
明の
基が、
さまざま

な話樹を提
供し
たフル
シ
チョ
フの
惑の
す

ぐ
近くにソ
述側から手以く保護されて、

ζの
よ
うに
立派に
椛築されてい
るζ
と
を

知っ
て、
称
は、
中ソ
関
係と
中国

共筏党の

党内
闘争との
深い
相関関
係を
改めて
再認

識しない
わ
けに
はい
か
なかっ
た。

昨
年二
月のモスクワ
滞在
中に、
私は、

ソ
述の
対
中国政策決定
過程に
関与してい

るこ人の
著名な
学者と
会見し
た。
一
人は

グロ
ム
イコ
外相の
すぐ
下で
対
中政策を立

案・
実行してい
る直
接の
貨任者エ
ム・
エ

ス・
カlピ
ツ
ア・
ソ
辿外
務省極
東
第一
部

長
（モスク
ワ
大学
教授）
で
あり、
もう一

人
は、
ソ
迎中国
学界の
大御
所で
もあるエ

ス・
エ
p・
ティ
フゲイン
ス
キ
1・
ソ
連外

務省史
料調
査局長（モス
ク
ワ
大学毅授、

『近現
代』
隊
創
集長）
で
あっ
た。
ヵlピ

ツア
氏は
中ソ
関
係史の
専門家で
あるが、

ツ
迎の
対中政
策に
大き念
発言絡をもち、’
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さ...，

－
九六
九年九月、
中ソ
箇境衝突直
後に
突

如と
して
実聞出し
た北京空
港でのコ
ス
イギ

ン・
別
組米
会制限に
も
同行してい
る。
ティ

フ
クイ
ン
ス
キ1
氏は孫文研究家として
名

高く、
今回の
北京政
変後の
孫文生
誕
二

O
周年
記念日に
は
早速、
孫
文を
大い
に
た

た
え、
中ソの
友好の
歴史を
回
想
する論文

q
革命的
民主主
義
者
i！ソ
速
の
友」、

『イズペ
ス
チヤ』
七六
年一一
月一一一
日）

を
怨い
て
注目されたが、
後もコ
ス
イギン

・
周
思楽
会談の
結果
聞かれた六
九年秋の

中ソ
国境会談に
ソ
連
代表団の
顧
問
格とし

て
加わっ
てい
る。
私がとの
両
氏との
私的

念
会見の
大部分を
中国
情努につい
ての
意

見
交換と
中ソ
関
係の
将来につい
て
の
討論

に
限定し
たととはい
うまでもない。
たま

たま
中国政府が、
ス．ハ
イ
容疑で拘
留され

てい
たソ
巡のへ
Pコ
プ
タl
乗組
口三人
を

「
取り
調べ
の
結果、
ソ
述人らの
普
窓が
証

明され
た」
旨の
声明
付きで
釈放し
（七
五

年一
二
月二
七日）、
すわ
中ソ
和解へ
の
シ

グ
ナル
かと、
と
くにワシン
トン
を
驚かせ

たば
かりであっ
たが、
とのよ
うな
中国の

猪
置に
たい
して
ティ
フ
グィy
ス
キ1
氏が

中国の
西側へ
の
巧み
な
立伝だと、
と
ぶし

をふ
りあげて
怒っ
てい
た
獲が
思い
起と
さ

れ
る。
カ1ピツ
ア
氏もとの
点で
は
同級で

あっ
た。
それだ
けに、
カlピツ
ア
氏もテ

ィ
フ
グイン
ス
キ1
氏も、
当
面の
中ソ
関
係

につい
て
で
はな
く、
「毛沢東以
後」
の
中

ソ
関
係にと
そ並々
ならぬ
期待を
寄せてい

ると
と
が
明白で
あ
り、
「毛沢東
集団」
は

必
ず
打倒されると
自
信ありげに
際っ
てい

た。
その
強い
語調の
背
後に
は、
「
毛
沢
東

以
後」
へ
の
きわめて
し
たたかな対中
限略

が
秘め
られてい
るかの
よ
うであっ
た。

も
う一
つ
のエ
ピ
ソー
ド
ほ、
七
五
年一

月、
モ
ンゴ
ル
人
民共
和
国の
首都ウランパ

ートル
での
体
験で
ある。
そのと
き
私は
中

国人
境
査留の
件で
指定された
時刻に
中国

大使館を
訪れると、張
偉烈・
中国大使が
玄

関に
立っ
てい
た。
当日
私は在ウランパ
ー

トル
の
新
華社
記者に
大使館で
会う
約束が

あっ
たし、
なに
し
ろ、
外
国人の
少ない
ウ

ラy〆
Iトル
のζ
と、
てっ
きり磁
大使が

私を出
迎えて
くれ
たの
かと
思わ
ず
恐
絡し

て
私の
中国入撹に
かん
する
好訟に
謝し
た

の
だが、
ど
うも
大使の
様
子が気ぜ
わしげ

で
あ
る。
と
思っ
てい
たら、
そζへ
ス
ミル

ノフ・
ソ
連大使が二
人の
随
員を
伴っ
て
到

泊、
中ソ
岡大使一
行はあ
たふ
たと
大使館

の
奥へ
梢伺えて
行っ
た。
との
「中y
会談」

は笑は
強
大使泊任後の
リターン・
コ
ール

（表敬訪
問）
で
あっ
たらしい
の
だが、
今

日の
よ
うに
全世界が
中yの
動向に
注視し

てい
ると
き、
ウランバ
1
トル
の
よ
うに
西

側の
記
者が
存在しな
い
「
陸
の
孤
島」
と

そ、
中ソ
交渉の
絶対の
舞台に
なり得るの

で
は－なか
ろうか。

い
ずれに
せよ、
や
はり
巾ソ
凶係に
は、

われわれ外
相剛の
者が
関与し
仰ない
部分が

存夜してい
るζとを
忘れて
はなら念い
で

あろうし、
その
部分ζ
そが
中国内政の
対

趨を－アコ
に
し
た
中ソ
和解へ
の
〈潜在的
復

原
力〉
に
なり得るで
あ
ろ
う。

2 

北
京
政
変
と
中
ソ
関
係

毛
沢
東の
死、
そして、
い
わゆる
文
革派

上
海グル
ープ
「四
人
組（四人
税ご
の一

網
打
尽とい
うド
ラマ
は、
まさにソ
速が
待

望してい
た以
上の
出来
事で
あっ
た。
「毛

沢
東と
その一
派」
ない
し
は「毛
沢
東
集

団」
は、
い
まや中
国の
政治舞台から消去

され
たの
で
あ
る。
中ソ
対立の
康史的経
紛

を
遡及
すると
き、
ス
タ1
9y
時代以
来の

ソ
連の
対
中政策と
対
中態度とがつ
ねに
中

国側を
苛立
たせ、
毛
沢
東の
怨念をい
かに

激し
く
誘っ
て
きたかについ
て
は、
とと
で

は
詳
述し
念い
が、
との
よ
うな
歴史的現
実

の
なかで
形成されて
きた毛沢
東その
人の

対ソ
認
滋I
反ソ
感
的と
そ、
今日にい
たる

中ソ
関
係の
葛藤構造を
形成せしめ
た原
点

で
あっ
た。
それだ
けに
毛沢
東の
死と毛
沢

東側
近の一
挙失墜と
は、
中ソ
関係改善へ

の
越

本前提が
論理的に
は定立し
たζとを

窓
味しよ
う。

すでにモ
ス
ク
ワは、
昨
年二
月初旬、
被十

国鋒が
国
務院総理
代行として
異例の
浮上

を
示したと
き、
突は
前述のへ
pコ
プ
タl

乗員釈放
事件の
担当
者が
華国鈴・
公
安相

で
あっ
たらしい
と
とをい
ちは
や
く
祭
知

し、
同年四
月の
天

安門事件以
後は、との
事

件の
背景に
あっ
た毛沢
東政治へ
の
民
衆の

批判や抵抗ととの
事件を
契
機と
する文
苓

派首脳部の
分
解現象に
泊目し、
同月末の

北京に
お
けるソ
巡大使館
爆
発事件に
たい

して
も、
きわめて
侠蕊かつ
穏やかな
襟勢

をと
りつづ
けたので
あっ
た。
毛沢東路線

へ
の
前抑留の
批
判は、
毛
沢
東死去以
後、
一

切
停止して
今日にい
たっ
てい
る。

と
うして
ソ
速は
用意
周到に
も
対
中和解

へ
の
戦略・
戦
術をはや4も
実行に
移しは

じめ
たので
ある。
まずその
経過をふ
りか

え
ると、
毛沢
東の
死を
悼む丁
訴訟
弔電が

ソ
辿

共陀党中央から
発せ
られ、
次い
で
国

慶節に
は
関
係正
常化を
呼びか
けた泊
中央

のメッセージ
が
送られた。
一
O
月二五
日

に
はソ
迎・
モンゴ
ル
共
同
声明
の
な
か
で

「澄隣的
協
力」
が呼び
か
けら
れ、
翌二
五

日に
はソ
述共産党中央
委総会でプレ
ジ
ネ

フ
S記長が
向線の
呼びか
けを
おζ
なっ
た

の
ち、
同
月二
八日に
は
議関
銃新主席就任

へ
の
祝
屯が
発せられ
た。
盟二
九日に
は、

ソ
辿dluMの
代弁者として
知
ら
れるピク
タ

1・
ル
イス
記者の黒
竜江
近
辺取材ル
ポが

ロ
y
ドγ
の
『イブニ
ン
グ・
ニュ
ース』
vh

M似り、
中ソ
国袋付近での
中ソ
双方住
民の

和
解と
友
好ムlド
がかもしだされた。
次

い
で一一
月五
日に
は十

月本人剛山念
前夜
祭

でクラコ
フ
政治局口が
再び
中ソ
関係
改慾

を
呼びか
け、
一
一
月七日の
赤の
広場に
お

ける
革命式典で
は、
と
れまでとは
異なっ

て
中国批
判が一
切
消えてい
た。
一一
月九

日
付『プ
ラ
ウダ』
は
中国が
十
月革命記念

日に
寄せ
た
祝電を
全文掲織し、
翌一
O日

に
は
中図が
国慶節へ
のy
述の
メッセージ
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に
・たい
して
感却の
返電を
寄せ
たと
児例の

報道をおと
なっ
た。
との
よ
うな一
述の
総

紛ののちに、
一
一
月二
七日、
中ソ
国
境
交

渉再
開の
ために
イ
pイチロ
フ
代表
（外務

次
官）
が
北京に
帰任し、
中国側の
余滋
代

表（外
務次官）
との
あい
だで
中ソ
国
境会談

が再
開され
たの
で
ある。
次い
で一
二
月二

目、
ソ
連
中央テレ
ピ
は
中国の
全国人
民代

表
大会常務
委員会
開催を伝えるニナ
1ス

の
なかで
慈国鈴主席の
姿を
映し
出しだ。

中
国の
党主
席の
姿が
映し出
され
たの
はこ

O年ぶ
りだとの
見
方も
ある。
と
うしたな

かで
科学アカ
デミー
妬束研究
所刊の
季刊

誌「
綴政の

諸問題』
（七六年
第四
号）
も

その
内容を一
変させて
中ソ友
好を
印象づ

ける
編集へ
と
伝じ、
一
方、
すでに
七六年

度の
中ソ
貿易除、
ζの
秋に
かなりの
伸び

を
示して
対前
年比四
OMm地（三
億七三
O

O万〆）
が
同窓まれるにい
たっ
た。
新年

に
なっ
て
か
らの
中国
内
部に
殺
ける
周恩来

礼賛と
部小平復
活
要求の
潮流に
も、
きわ

めて
満足の
意向を
示してい
る。

ζ
の
よ
う念ソ
連側の
積極的な
対中和
解

攻勢に
たい
して、
中国側は依
然と
して
受

け
身で
あり、
きわめて
消極的
で
さ
え
あ

る。
当
初はソ
連・
東欧踏国の
党か
らの
弔

電や祝
電さ
え
受けと
りを
拒奇するなどの

か
たくなな
態
度を
〈
ずさなかっ
た。
一一

月六
日に
は
北
京の
テレピ
がソ
迎
十
月革命

の
記録
映問を放
映し、
翌七日に
はソ
巡の

革命記念
日に
祝電を
打っ
て
「中
固とソ
巡

が
原則
的な
問題で
反目してい
るか
らとい

っ
て、
両国の
正
常な
国
家関
係まで
妨げら

回世司開
ヨ
ゾ
ャ
l
L’IV
2
2司
4
3zy

れ
るべ
きで
はない」
と
ぷ明するに
とど
ま

っ
た。
再開され
た
中ソ
閏撹会議も
依
然と

して
進
展してい
ない
旨を
中国側は一円一二日J

I
クし、
『人
民日
報』
や新輩社も
対ソ
批

判をつ
づ
けてい
る。
と
うしたなかで一
二

月中旬、
黒竜江
省
革命
委員会外
事事務
室

の
担当者は、
中ソ
国
境でのソ
連側の
侵犯

が
本年も相
変わ
らず続
発してい
ると
とを

明らかに
し、
一
二
月二
O
日
付『人
民
日

報』
は「人にい
えぬ
目的をもっ
ム
チとニ

ンジ
ン
の
使い
分
け」
と
題する
論
評でソ
巡

の
対日
政策を
激しく
非
難した。
と
の
問、

北京政
変以
後、
窃冠
銭外相の
失脚など、

外
交不
在とも
恩われるなかで
発
言をつづ

けて
きた李
先念
副首
相は、
一一
月一
五
日

のポカ
サ・
中央アフ
pカ
大統
領歓迎
宴で

の
演説、
ご一
月八日の
アブ1ド・
ジュニ

ベ・
タン
ザニ
ア
第一
副首相
歓迎
宴での
泌

説、
一
二
月一一一
自のハ
ム
ディ・
イエ
メン

．
アラブ
共和国軍
事評
議会議長
歓迎
宴で

の
演説と、
三固に
わ
たっ
てソ
速の
対中和

解の
呼びか
けを
強く
拒否
する
姿
勢
を
示

し、
との一
月中句に
も
外国訪問者との
会

談で
しば
しば
同じ
姿勢を
表明して、
中
閣

の
原則的立
揚に
は当
面
変
化の
ない
と
とを

示
唆したの
で
あっ
た。

との
よ
うな
事実経
過をふ
りか
えっ
てみ

ると、
との
問のソ
迎側の
対中
湊勢の
変
化

は、
あまりに
も
作為的かっ一
方通行的で

あり、
グ
見え
すい
たものnだとも
恩われよ

う。
他
方、
中国側は、
私がかつ
て
毛
沢
東

の
死に
際して
述べ
たよ
うに
「当
面、
と
と

対ソ
関
係に
かん
して
は、
毛
沢
東の
現
代
修

好

． 

国

目

正主
義批
判・一収納
櫛主
義の立
場からの
偏

向や
逸
脱へ
の
件戒心の
方が先に
立っ
て、

政策の
変
化に
たい
して
はきわめて
保
守的

に
な
らざ
るを
仰向ない」
（
拙稲「毛
沢東体

制は
解体
する」、
本誌一
九七六年
九
月二

四日
号）
と
とを
示してい
る。
義国
鋒
体
制

下の
中国
内政に
依
然と
して
不
安定かつ
未

確定念
要
素の
多い
と
とも、
中
国に
との
よ

うな
姿勢を余儀なく
させてい
るの
で
あろ

う。
しか
し、
ソ
連側と
して
は、
と
う
した

中慢の
出
方を当
然のと
とと
して
十分に
説

み
込んでい
るはずで
あり、
今後も
当
分は

対中
和解へ
向けて
中
国をゆ
さぶ
る
ために

さま
ざ
まなぬ附・
戦
術を
制問助刊に
行使して

ゆ
く
はずで
ある。

も
とも
とソ
巡側と
して
も、
当
面の
ゆソ

和
解へ
の
道をかつ
ての五
0年
代の
よ
うな

小ソ
関
係のル
ネサン
ス
と
して
考えてい
る

わ
けで
はない。
も
と
よ
り、
中ソ
関
係はつ

ねに
中国共産党の
党内
闘争と相
閥的で
あ

るがゆ
えに、
党内
闘争の
推移い
か
んで
は

ソ
連側の
最大
限目
標で
ある
親ソ
政
権成立

3 

米
ソ
の
対
中
ゲ
l
ム

周
恩来そ
して
で
沢
東を
欠い
た
中岡が、

その
内部の
激しい
縮
力的角逐の
尖
態を
さ

ら
けだして
しまっ
たと
と
は、
たんに
その

酷
烈な
政
治ドラマ
が
世界を
驚か
しただ
け

で
はなく、
同時に、
中
国が
開
際
社
会に
おい

て
保
持して
きたマ
ヌ
グア
ピ
Pティl（ヨ同・

2
52
与己
主
を
著しく
低下させ
て
し
ま

の
可能
性さ
え
存犯すると
とを否
定してい

るわ
けで
はない。
先に
見たよ
うに主
明を

ソ
辿側がい
かに
丁
認に
過してい
たかも、

とのと
とを
暗示してい
る。
一
方、
最小限

目
原と
して
は一
定の
外
交上の
和解（い
わ

ゆる
国家関
係の
改普）
だ
けでも
十分で
あ

るので、
ソ
迎と
して
は
と
の
範
囲
内
で
硬

軟、
陰陽、
直
接間接の
さ
まざまな
戦略・

戦
術を
行使
するつ
も
りで
あ
ろう。
今
日の

中ソ
関
係はソ
迎の
世界戦略・
対外政策全

般に
とっ
てマ
イナス一
OO
点に
なっ
て
し

まっ
て
お
り、
との
中ソ
関
係をプラス
点
と

まで
はい
か
ずとも、
マ
イナス五
O点の
地

点まで、
さ
らに
はゼロ
の
地点まで引き
．民

すと
と
がで
きれば、
ソ
述に
とっ
ての
大き

な蹴略
的
勝利だと
考え
得るだ
けに
ソ
述の

立
場は強い
ともい
えよ
う。
との
よ
うなし

たたかな
戦略
的mmに
立つ
ソ
迎
と
し
て

は、
したがっ
て、
も
しも
中ソ
和
解を
笑現

し得なかっ
たときに
はど
うするの
かとい

う、
次の
戦略
構想をも
すでに
内蔵してい

るよ
うに
恩われる。

っ
た。
と
うして、
中
国
の
実
像が
浮き
彫

りに
されるとともに、
い
わゆ
る
米巾・ソ
三

傾例迭の
解体過
程が
進
展し、
米ソ－一
元シ

ス
テム
の
扮抗とい
う
国際政
治の
本来的な

基
本総
逃がい
ま
再浮上
しはじめてい
る。

そ
うしたなかでの
中ソ
和
解の
可能
性の
存

在で
あるだ
けに、
アメ
pカ
と
して
はζの
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最大の
恋
夢をか
き消すため
に
も、
哨諮問
鋒

新政
織をソ
連の
側へ
追い
やら
ない
ように

従来以
上の
対
中接近を
進め
ねばならなく

なっ
て
きた。
と
うして、
はやくも
中国を

めぐる
国際関
係は大きく
流動
化してい
る

の
だが、
その
本質段、
米ソ
双方の
対
中接

近競争・ない
し
はρ
中国獲
得
競争u
であっ

て、
俗念
表現を
すれば
F
中国がソ
述とヨ

9を戻
すの
か、
アメ
9カと
組むの
かd
と

いっ
た関
係が、
すでに
中国をと
りまく
国

際環境の
現
実に
・なろうと
してい
る。

とのような
米ソ
双方の
対
中グ1ム
は、

さらに
激し
く
錯綜
するであ
ろうし、
小ソ

関
係
改替の
可能
性が出て
きただ
けアメ
P

カ
は守勢に
立たされてい
ると
も
い
え
よ

う。
ょく
知られてい
るよ
うに、
アメ
wyカ

内部に
は
「毛沢東以
後」
の
中国が
対ソ
和

解へ
進むの
をはばむため
にも
対中後近を

急ぎ、
すみ
やかに
米中
国交樹
立
を
笑
現

し、
場
合に
よっ
て
は
対
中
軍事援助に
踏み

切るべ
きだとの
意見がか
・な
り
級
強
かっ

た。
米CI
A
中国分析官のロ
ジャ1・
グ

レン・
ブラ
ウン
論
文「巾国の
政
治とアメ

Pカの
政策
Il－－一
角関
係の
再検討
｜｜」

（『フォ1
9ン・
ボ
Pシ1』
一
九七六年
夏

季号）
やラン
ド・
コ
ー
ポレ
1ショシ
のマ

イケル・
ピル
スベ
リl
論
文
「
米
中の
軍事

副総則仰は可能か」（『フす
1
9ン・
ポ
リシー」

一
九七五
年
数季
号）
は、
その
代表的なも

のであっ
た。
毛沢東死去
前後に
訪
中した

シュ
レ
ジシ
ジャ1
前国
防
相将官やフォード

大統領の
特使と
して
毛沢東死後に
訪
中し

たマ
ン
ス
フィ
ールド上
院

院内総務の
帰国

報
告も、
と
の
よ
うな基調に
立っ
てい
た。

一
方、
アメ
リカ
圏内に
は、
ρ
1バ
ード
大

学の
国際関係セン
ターでかつ
て
キyyン

ジャ1のライバ
ル
であり、
い
まカ1タl

新政権のブ
レ
ーン
とも
目されてい
るロパ

ート・
ポ1
ウィ
1教授や
対
中タカ
派の
p

チャ
1ド・
L・
ウォ
1カ
1
教
授（サウス

カロ
ライナ
』入学）
らの
慎重論も
根強く、マ

ン
スフィール
ド
氏と
同じと
ろ
訪
中した共

和
党のカl
チス
上
院
mnHに
よ
るマン
ス
フ

ィ
ール
ド
報告批
判なども
存在する。
吋ニ

ュ
ーヨ
ーク・
タ
イムス』
や
『ウォ
1ル・

ス
ト
リー
ト・
ジ
ャーナル』、
『ク
リス
チャ

ン・
サイエ
ン
ス・
モニ
ター』
などの
有力

紙も
必近で
は、
アメpカ
は
中国の
動向を

よ
く
見きわめ
たうえで
決
断
すべ
きだとの

意見に
立つ
論調が
多い。
と
うし
たなかで

一
般に
は、
カ
l
タ1
政権の
時代に
は
対中

正常化の
テン
ポ
がフォード
tキッ
シン
ジ

ャー
時代よ
りや
や遅れるであ
ろうと
展望

されてい
たの
だ
が、
毛
沢東の
死と
北京政

変と
に
よっ
て
中国内政に
大きな
変化が生

じパ
その
変化をソ
述が虎視
耽々
と
注視し

てい
る
現況に
おい
て
は、
アメ
Pカと
して

も、
い
よい
よ
本格的に
対
中正常
化へ
の
道

を
模索し
な
ければ貼ならなく
なりは
じめて

い
る。
その
よ
うなアメ
リカ
にとっ
て、
小

国が台湾問題で一
定の
保
漉を
与えると
と

と
そ恕むとと
ろであろうが、
中
間側は毛

沢束、
河
恩来といっ
た決
断
力の
ある
政
治

家を
欠き、
内政的に
はなha
問題を
多く
残

してい
るので、
い
きおい
原則論をくりか

え
ずのみであっ
て、
最近の
米
中間市pmレ

ペ
ル
の
折衝はゆ
きづ
まっ
てい
たとの
情報

が
し
きりであっ
た。その
よ
うな折し
も、
ア

メ
pカでは
昨年
末、
政府の外
交、
国防、情

報
各当恨者とカl
タl
政
稼に
近い
学者と

がア1
リン
トン
に
集まっ
て
「
米中
関
係の

諸分
野」
を
中心と
する非公
開会
議を
聞い

た
が、
との
会
議の
台湾問題や
米
中国
交問

題での
討
議は
従来の一
般論を超えたもの

で
あり、
さまざ
まな
条件とフォ
lミュ
ラ

とを具体的に
討議したものと
して
注
目さ

れた。
そして、
ζ
うしたアメ
リカ
側の
模

索に
応えるかの
よ
うに一
月一一
日
付『人

民日
報』
は
中国外
必省理論学
習
組
論
文

「
周総理の
郎か
しい
予本に
学び、
毛
主
席

の
革
命外
交路線を
貫
徹、
災
行
する
ために

術
開しよ
う」
を
掲減して、
台
湾
問
題
の

「
交
渉に
よ
る
解決」
を示
唆したの
であっ

た。
当面はや
はり、
中ソ
関
係よ
りも
米中

関
係の
方が
成熟の
テン
ポがは
やいと
とを

示したのである。

そ
して
・最近の
ワシン
トン
筋の
情報によ

ると、
中国から帰
国したシュ
レ
ジン
ジャ

ー
前向
防長
官は、
フォ
ード
大統領に
たい

し、
巾図へ
の
情半焼援助、
とくに
武獄の
提

供を
進ウ回し
たとい
われてい
る。
中国の
沼

市
予約を視
察して
きたシュ
レ
ジン
ジャー

と
して
は、
その
閣内山と
して、
と
の
よ
うな

市
市提携に
よっ
て
アメ
リカに
付利な
小同

外
交が
泌削され
仰向るζ
と、
中国に
武総を

提
供しても
中同は政治的・
思
事的κ
決し

て
脅威に
ならないと
と
などを
挙げたとい

う。
しかも、
中閣に
たい
する武器
援助を

含む
軍
事提般に
際して、
川中国はソ
述と

和解しない
とと、
同台湾問題では
米
軍が

台
湾から
撤退
するかわりに、
ω
中国が
台

湾の
釘定的な「独
立」
を
芯め、
仙
台
湾の

将来に
閲して
は北京と
台湾の
関係に
ゆだ

ね
る、
などの
条件を
中国側に
提
起し
創刊る

と
進
言し
たとい
われて
おり、
ζ
の
進
言は

カ1
タ1
政権に
たい
して
も生きてい
ると

も
考えられよ
う。

と
の
よ
うな
米中
関
係の
成熟を予
測した

の
か、
ソ
迎側が
対
中和解へ
の
提
案と
同時

に
中国へ
のプ
ラフ
（
者か
し）
をか
りてい

たと
とに
注
目せ
ざるを
得ない。
『ワシン

トン・
ス
タ1』
一
O
月一
九日
付のへン
9

1・
s・
ブラッ
ド
シャ
1
記者の
論説およ

び
『イン
タナショ
ナル・
で
フルド・
ト
p

ピ
ュ
1ン』
一一
月四
日
付の
ど
ク
タ
1・

ゾル
ザ
記者の
論説も
指摘して
い
た
よ
う

に、
ソ
辿側は例に
よっ
て
西側向けの
専用

ジャ
1ナ
Pス
ト、
ピ
ク
タ1・
ル
イス
記者

をい
ちはやく登
場させ
た。
同
記者は、
は

やくも
北京政

変筒d伎の一
O月一
四日、
パ

リとロ
ン
ドン
の
西側の
新聞を利
用
するか

たちでソ
辿側の
対中和解へ
の
並h
ならぬ

立
思を伝え、
しかも、
中国の
新指
導者が

「と
と一
カ
月の
うちに」
ソ
連の
和解のシ

グ
ナル
を
災剣に
受
けとめ、「
共通の
言
葉」

を
見い
ださない
ならば、
ソ
辿は「不
退
転

の
決
断」
を
すると
威
嚇したのである。
キ

y
シン
ジャ1
同務長
官が－
O
月一
五日
夜

のρ
1．P
1ド
大学での
記者会
見でソ
巡の

対
中威
嚇に
たい
して
きわめて
強い
対抗
的

硲勢を示したの
は、
と
の
よ
うな
経
総があ

っ
たか
らであっ
た。
と
れはあたかも一
九
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六
九年
夏、
中ソ
国境衝
突のの
ちK、
ソ
連

側が
対中
予防戦争のプ
ラフ
戦略をアメ
リ

カ
側に
打
診し、
当時のニ
クyy
大統
領は

急泌、
国
家
安全線
隊会
議を
招集して
協
必

した
結果、
きわめ
て
強い
拒否通告をそ
ス

タワに
送り、
そのζ
とがハ
ノ
イ
訪問の
帰

途に
あっ
たコ
ス
イギン
首相をして
急述、

北京空
港での
小ソ
会織に
向かわしめ
たと

い
う康
史の
重要な一
コマ
を
想
起させるも

のがあろ
う。

-4 

焦
点
と
な
る
中
国
内
政
の
推
移

と
うし
た
米ソ
双方の
対中
ゲ1ム
の
なか

に
あっ
て、
・中ソ
和解へ
のカギは、
結局、

中国内政の
推移い
か
んに
かかっ
てい
ると

見な
ければ
・なら
ない。

との
揚
合、
中国は
当
面、
園内建
設が至

上の
課題で
あ
り、
と
くにい
わゆる「四つ

の
現代化」
（工
業、
農業、
国防、
科
学技
術

の
現
代化）
に
象徴される「周恩来亡
き
周

恩来
路線」
が
復活するの
であるから、
中

国は
当面、
と
うし
た経
済的
必
要性からし

で
も
商側
諸国、
と
くに
日
本やアメ
Hカ
と

の
交流を
鉱大するで
あ
ろ
うし、
し
たがっ

て、
中
ソ和
解に
は
向か
わ
ない
であろ
うと

の
見方が一
応は
可能で
あ
ろう。
し
かし、

この
よ
うな
見方は、
あ
く
までも一
般論で

あっ
て、
中国内政の
底深い
混沌と不
可
測

位とい
う大きな特
質を
忘れて
は
な
ら
な

い。
今後の
問題はやは
り
党内闘争の
推移

い
か
んに
かかっ
て
おり、
し
たがっ
て
pi

ダlシ
ッ
プの
体
質その
ものに
かかっ
てい

るように
思われる。

と
の
点でソ辿側
は、
中
国の
原郊に一
貫

して
注目して
おり、
軍の
内
部に
は
対ソ
和

解を
求め
る一
定の
励きが
滞在してい
ると

� 

み
なしてい
る。
－た
しかに、
中
間の町内
部

に
は、
と
れ
までつ
ねに
その
よ
うな志
向が

務在して
きたと
と
は否め
ない。
しかも
今

日、
かつ
て
林彪の「人
民戦
争為」
と
対立

して
失関した六
0年
代中ど
ろの
総参線長

・
思瑞
卿ゃ、
「親ソ
派」
の
彰徳憾に
近か

っ
た五
0
年
代中どろの
総参謀長・
商用
裕ら

が
すでに
復
活してい
ると
とも
忘れて
はな

るまい。
最近の一
迎の
「四
人
組」
批
判の

なかに
は、
「四人
組」
を
批判するあま
り、

かつ
ての
必徳懐i縦瑞
卿の
市近代化路線

を擁護してい
ると
恩われかね
ない
論調も

目立っ
てい
る。
と
れらの
旧リーダー
たち

は、
広い
意味での
郷
小
平ライン
だともい

えるの
で
あ
り、
郷小．平自身、
忠則楠卿とと

もに、
旧
実
権派として、
同じソ
述批判の

立場に
はあ
りながらも
反ソ・
反閣制櫛の
場

に
は立ち
得ず、
と
の
点で毛
沢
東の
対ソ
観

と
はそもそも
大きく
災なっ
てい
たの
であ

る。
しかも
本年に入っ
て、
「郎
小平の
影」

が北京で一
段と
色濃く
なっ
て
きてい
るこ

と
は周知の
とと
ろである。

と
うし
たなかで
稽同鈴政櫛の
安定性が

問われてい
るの
だが、
北
京
政
変以
後、
四

カ
月近く、
い
まだに
新政権は
党中央委員

会総会ない
し
は党大会などに
よっ
て
制度

的・
組織的にエ
ンド1ス
（裏付け承認）

されてい
ない。
そも
そも
党中央政
治局
常

務
妥員会は
柑諮問鋒と
業剣世間の二
人のみに

なっ
ていて、
「党中央」
の
政策決定
俊能

は麻咽押した
ままである。
ζ
の
問、
一一
月

末に
聞かれ
た
全国人民
代表
大会常筋委
員

会が
大々
的に
紹
介さ札るとい
う異例の
報

道があっ
たが、
中岡の
政
治狭
山げに
占め
る

全人
代常
務
委員会の位低を
考える
と、一一

二
人も
存在し
た同憂間決別
貝門誌に
郷綴超女

史が任命され、
徳町店
裁解任と
黄
帯都新外相

の
任命が
念さ・お
たに
すUどない
と
とからし

で
も、
ζ
の
常
務委開催は、
慈国鋒政権の

イメージ
アァ
プに
は品
目円献し
たに
せよ、
新

しい
リーダー
シッ
プの
形
成と
安定を示す

に
足る
政
治的
意味をもつ
もの
で
はなかっ

た。一
二
月下旬の
「
酬以来は大
楽に
学ぶ」

第二
回全国会
議につい
ても
同
様
で
あ
ろ

う。
そ
うし
たなかで
悩悠
省、
四
川
省、
広

東省、
湖北
省
な
ど
で
の
「反
乱」
や「
抵

抗」、「流血」
の
情報も
決して
過
去のもの

ばか
りで
はない。

昨必の
天安
門事件が
示し
たよ
うに、
文

革派上
海グル
ープに
たい
する
中国民衆の

反発は
きわめて
根強かっ
た
が
ゆ
え
に、

「肉人
組」
打倒のか功
総H
に
たい
して
は

草岡崎押へ
の
支
持が
集中し
たもの
の、「毛沢

東以
後」
の
時代の91
ダ！
と
ムて
はまだ

全面的な承認が
与えられてい
念い
のでは

なかろ
うか。
しかも一
O
R二
五日
付三紙

詑共同社
説「
偉大な
歴史的
勝利」
が明ら

かに
したよ
うに、
去る一
O
月七日、
つ
ま

り
事件当日に
「四人
組」
逮
繍を
代償に
し

て
はじめて
議関
鈴の
党主
席および
党中央

軍
事受員会主席秘任が
決定されたのであ

り、
結局、
「食うか
食われるか
の
闘争」

の
末に、
「四
人
組」
が「食われ
た」
がゆ

えに、
彼らが
今日
恋しぎまに
悶倒され、

挙
国鈴が
大い
に
称えられてい
るの
だとい

うと
とが医
然として
しまっ
た。

政変の
経
緯を
詳述し
た『人民
日報』
制

集
部
論文円滅亡
寸
前の
狂気
の
あ
が
き」

（『人民日報』
一
二
月一
七日）
を
説めば読

むほど、
事件の
本質は
務国
鈴のクー
デタ

ー
であると
とが
明白であ
り、
ζ
の
事
実

は、
ある
磁の
Hル
ール
違反H
として
義
国

鋒政院憾の
将来を
大きく拘
束し、
義国鈴と

して
は自己の
説得的な正
統性の
原理に
悩

むのではなか
ろ
うか。
裂に
中
国
内
部
に

除、
なぜ
「団結｜批判！団
結」
の
「人
民

内
部の
矛盾」
の
方
式で
彼らを
批判せ
ず、

一
挙に
打倒して
しまっ
たの
かとい
う深
刻

な
疑問も
広がっ
てい
るとい
う。

それに
しても、
最近の
「四
人
組」
批判

のトly
はま
すま
すどぎつ
くエ
スカレ
ー

ト
して
お
り、
一
方、
務国鋒
礼賛が日まし

に
高まっ
て一
種の
英雄祭拝が
おζ
念われ

つつ
ある。
江
背夫人らに
たい
するとのよ

うな悶倒は、
間接的に
毛沢東その人の
権

威を損な
うもの
であ
ろうし、
聞出常な撃闘

鈴
礼賛は、
慈箇鋒
自身の
不
安の
反映でも

あろ
う。
ζとに
毛沢
東路線の
継承を旗印

と
する
瑠国鈴体制の
矛盾がある。

と
うし
たなかで、
い
わゆ
る
実
権
派、
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「
走資派」
などの
新しい
政治勢
力の
迎携

が
結局は周恩来1郊
小平路線として
中国

内政を
方向づ
けてゆと
うと
して
お
り、
毛

沢
東の一
九五六
年の
論
文「
十大関
係につ

い
て」
が昨
年
末公表され
たの
は、
中閣内

政の
方向が「社会主
義社会での
階
級闘争」

を否
定する五六
年
段
階へ
回
帰しよ
うとし

whu 

てい
るとと
を
示
唆してい
る。

との
よ
うな
中国
内政の
方向に
よっ
て
は

じめ
て、
ソ
迎の
対中和解へ
の
提
案を受
絡

する
条件が
内在的に
鐙うと
とに
なるであ

AV
Aノ。やはり邸小平復

活の
態様い
か
んが
当簡

の
大き
なカギであ
ろ
う。

関
係
改
善
は
ど
ζ
ま
で
可
能
か

と
うして
見たと
き、
中ソ
和解へ
の
道に

は、
その
総理的可能
性に
もかか
わ
らず、

．
現
実に
はまだ多くの
幽折があると
とも否

め
ない。
そうし
たなかで、
当
筒、
中国の

い
わゆ
る「第三

世界」
外
交の
なかの
「反

ソ
主
義」
にどの
よ
うに
変化す
る
の
か
を

ま
ず第一
に
注目すべ
きで
あ
ろ
う
し、
第

こに
は、
中国共産
党とベ
ト
ナ
ム
共
産
党

（
前労働党）、
日
本共産
党など
兄
弟党関
係

がどの
よ
うに
変化するの
か
を
注目すべ
き

であ
ろ
う。
と
の
点で
は、
かつ
て一
九六五

年までのアジ
アの
国際共産主
義運動が
北

京｜
手袋
lρ
ノ
イ
l東京
（日
共）
と、
い

わゆ
る「
災
権派」
レベ
ル
で
同一
一線上に
あ

っ
たと
とを
想
起すべ
きであ
ろ
う。
総選や

で
敗北し
た日
本
共箆党の
将
米の
方向とと

もに
注目すべ
き
点である。

とζ
当分は、と
の
よ
うな間接的・
迂間的

なチャン
ネル
に
おい
て
中ソ
関
係が
徐々
に

品捌い
てゆくのではなか
ろ
うか。
そうし
た

状況の
なかで、
やがて
中ソ
和解へ
の
条件

が明
確に
なっ
てゆ
くのであろ
うが、
私自

山河が
中ソ
対立の
将来を考えるに
際して、

中ソ
対立の
椛進
的性
格を総搬し、
中ソ
聞

係の
将来を
方法論的に
位低．つ
けるときの

前援に
従えば、
本誌でも
すでに
述べ
たよ

うに
（前掲「毛
沢
東体
制は
解体
する」
参

照）、
中ソ
関
係は
今回、
政府間
対立
（伺0・

〈叩『ロヨ四
E・g－関口〈同門ロヨmZ
822RC
の
レ

ベ
ル
のみ
・なら
ず、
党間
対立（恒常q・円0・
宮町－

q
gロ2KG
のレベ
ル
まで
調
整し
得る
条件

が
出て
き
たと
とK
なる。
しかし、
ζの
よ

うな
和
解の
可能
性に
もかかわら
ず、
近
代

的な
箇家成立以
来の
国家間
対立（mES・g－

え白田市nD22
5）
や
民族
間
対立（ロ
E
S・g－

z－5＝n03『一KG
は
依
然と
して
妓る
で
あ

・
ろ
うし、
と
の
よ
うな
宿恨の
ために
再ひ党

や
政
府のレベ
ル
の
対立
関
係が
再現するζ

とも
考えられよ
う。

一
方、
と
れまでの
巾ソ
関
係史を
顧みる

ならば、
中ソ
倒
係に
は
対立・
抗
争の
半凶

でつ
ねに
復元
カが
作用して
きたζ
とも
知

観し
仰ない
とζ
ろである。
一
九五
O
年
初

頭のモ
スクワでの
中ソ
会議は
中ソ
友
好同

盟条約
締結に
よる
中ソ
友訟の一
枚
緒的団

結の
表
面的な誇示にもかかわら
ず、
ス
タ

1
9ン
と
毛
沢東との
運
命的な
角
逐
を
招

来して
し
まっ
た。
しか
し、
ス
タlpン
死

後、
一
九五
四
年にフル
シ
チョ
フらが
北京

を
訪問して
中ソ
関
係の
改普につ
とめ、
中

国はと
の
と
き
初めて
対ソ
平等化を
実現す

ると
とができたの
で
ある。
しかし、
と
の

円ハの
中ソ
友好の
時
代は
短く、
一
九五八
年

耳以
降は
台湾海峡の
危
駿や
中国の
「
大鼠

進」
政策に
よっ
てフル
シ
チョ
フと毛
沢
東

との
対立が決定的なもの
と
なっ
て
し
まっ

た。
とと
ろが一
九六四
年秋のフル
シ
チB

フ
解任を
見るや、
問
思
米は急法モ
スクワ

へ
飛んで
中ソ
改怖がを
試みよ
うとし
たの
で

ある。だが、
やがてプレ
ジ、不フと毛沢東との

距
離はフル
シ
チョ
フ
時代の
それよ
りも
隔

たり、
一
九六
九年に
は一
触即発の
巾・ソ
戦

争の
危出慨にい
たっ
たの
である。
しかし、

中ソ
戦
争の
不可能性を
認識せ
ざ
る
を
得な

かっ
たソ
迎は、
一
転してコ
ス
イギン
首
相

を
北京に
さし向
け、
北京空
港での
中ソ
会

談と
なっ
て
世界を
出馬かせ
た。
との
よ・コ
な

経
緯を
知るとき、
宅・以
来なき
中
国との
和

解りス
テッ
プ
が、
ソ
述側の
イニ
シ
ア
チブ

に
よっ
て
強く
刻まれは
じめ
たとしても、

それ
はま
たきわめて
当
然だとい
えよ
う。

当
面、
ソ
迎は一
九八
O
年に
満期と
なる
中

ソ
友
好
同盟条約の
改
定
究拶をまえに
して

（改
定の
場合は一
年
前に
通
告）、
一
九
七

九
年程までに
中凶との
政府間レベ
ル
の
関

係改普を
達成しよ
うと
努め
る
で
あ
ろ
う

が、
だと
すれば、
あと二
年しか
時間が
な

い
と
とに
なる。

との
点でも一
九七七
年は
注闘すべ
き
年

であろ
うが、
しかし、
先のピ
ク
タ1・
ル

イス
の
対中威
嚇に
示唆されて
い
る
よ
う

に、
も
しも、
ζ
の
期間
中に
対中和解が
実

現し
なかっ
たとき、
ソ
速はと
れまで以
上

に
食欲
な
対
中封じ
込め
戦略を
行使し、
た

んに
中ソ
国境の
軍事戦略の
み
なら
ず、
極

点艦隊を
中心と
する
海
洋戦略を
含めて
大

大的
な
対中戦忽
本戦略
を
度閲するζとに

なるかもしれない。
と
うして
ソ
辿の
期待

を
中国が
詰切ると
と
は、
半薗で
米中
接近

の
進妙
を
意味するであ
ろ
うから、
米中の

谷間の
存在から
離れ
た台
湾は、
その
と
き

ソ
辿との
凶
係を公然と
結んで
自己の
生存

の
戦略を
すすめ
る可能
性をも留保してい

る。
と
の
よ
うな想
定はあるい
は
極限的な

スペ
キュ
レ
ーショ
ン
であろ
うが、
い
ずれ

に
せ
よ、
今日の
ソ
述に
よる
対中和解へ
の

強い
期
待は、
その
背
後に、
ζの
期待が
裏

切られ
た
状況へ
の
ソ
速の
不気味な衝
劾が

かく
されてい
ると
とも
無
視して
はなら
な

い。
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との
よ
うな中ソ
凶
係の
将米に
直前せ
ざ

るを
得ない
わが
問として
は、
対中・
対ソ

外
交の
あ
りょ
うをい
まと
そポジ
ティ
ブ
な

政
策として
十分に
考えねば
なら
ない
時期

に
きてい
る。
「
中ソ
等距
離外
交」
とい
う

俗説を
排した「
対中・
対ソ・
ダイナミγ

ク・
バ
ラン
ス」
の
主体
的な日
本外
交をい

まと
そ
確立すべ
きで
あ
ろ
う。
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